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　ガスバーナーの火に、枯れたヨシが一気に燃え上がり
ました。火炎で顔は熱く、パチパチ、ゴォーと燃える轟音。
遊水地は３６０度、立ち上る煙の柱に覆われました。
　私、栗田好弘（写真上）は、今日の「ヨシ焼き」を担
う、ヨシ利用者の遊水地利用組合連合会会長です。火入
れ作業者は全域で約３００人。私が担当する野木町一帯
も、妻の沙弥香（同左下の右から２人目）ら一家総出です。
　「良く燃えてくれ」の願い通り、ヨシ原の９割、約
１３００haが焼けました。真っ黒な大地にやがて元気
なヨシが芽生え、ヨシ原の新たな一年が始まります。
　祖父の代から三代、７７年間続くヨシズ生産者です。
一家の暮らしは、遊水地のヨシとともにあります。ヨシ
焼き前の冬場に刈ったヨシを、一年を通してヨシズにし
ます。家族で分担し、私が皮むきなど力仕事、妻が選別
など下ごしらえ、県伝統工芸士の母、澄枝（同右下の中
央）が一枚一枚、編み上げます。年間８００枚ほど。営
業や輸送などは私の役割で、全国に出荷します。　
　ヨシ刈りは３歳頃からそばで見、「ヨシズ屋の跡取り」
と言われて育って、家業への愛着は人一倍。ヨシ原の恵

みをもらい、ヨシ刈りとヨシ焼きでヨシ原を守って恩返
しをする――。循環型の『里湿地の営み』です。沙弥香
も「やりがいがある」と言ってくれ、家族で出来る限り
続けたいですね。（ヨシ焼きは特別な許可を得て同行し
ました）栗田商事（☎０２８０-５５-０４６５）。
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